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 小川みなこのホームページはこちらから➡ 

◇質問事項１：マイナンバーカードとマイナ保険証について 
政府は、２０２４（令和６）年１２月２日に現行の健康保険証の新規発行を終了しました。マイナ保険
証の全国の利用率は２０２４（令和６）年１０月時点で１５．６７％に留まっています。マイナ保険証
を持ち歩くことでの紛失のリスクや、別人のデータの誤登録問題などのトラブルも報告されています。 

○問（認知症の方や、介護が必要な方などの更新については、ご家族や周囲の支援が必要であり、今後の
課題ではないかと思うところではありますが）マイナンバーカードの更新の手続きについてお伺いし
ます。 

○答オンライン、申請書を郵送、又は、来庁して申請する方法、３つのうちのいずれかの方法で行ってい
ただくこととなります。交付に際しては、市役所の窓口で受取りが必要となります。 

 

○問２０２４（令和６）年１２月２日以降の国民健康保険被保険者証の取扱いについては？ 

○答既に発行している被保険者証は有効期限までの間、引き続き使用できます。また、マイナ保険証を保
有している被保険者には「資格情報のお知らせ」を、保有していない被保険者には「資格確認書」を
送付いたします。 

 

○問マイナ保険証の解除の手順についてお伺いします。 

○答加入する医療保険者に利用登録解除の申請をすることで、利用登録の解除をすることができます。 
 

○問そもそも、マイナンバーカードは、マイナンバー法でも申請により任意で取得・保有するものとされ
ています。「国民皆保険」が原則のわが国において、健康保険証の廃止・マイナ保険証への一本化は、
実質的なマイナンバーカードの強制に他ならず、法令上も許されないはずです。今後、医療機関等で
の混乱も予想されるところですが、どのように周知・対応される考えなのか、ご所見をお伺いします。 

○答２０２４（令和６）年８月の被保険者証の更新時に、リーフレットを作成・同封し発送しました。ま

た、ホームページや広報さかどに掲載するなど、引き続きマイナ保険証の取得・利用について普及・

啓発に努めてまいります。 

◇質問事項２：地域共生社会の実現に向けた高齢者支援について 
２０２４（令和６）年度から２０２６（令和８）年度の計画となる「坂戸市高齢者福祉計画・介護保険
事業計画第９期」が策定されました。この計画の基本理念は「互いを認め合い、健康で心豊かに暮らせ
るまち」としています。 

○問「地域お助け隊」という有償ボランティア団体の活動内容と本市の支援についてお伺いします。 

○答  高齢世帯や日常生活に不便を感じている方を対象に、団体ごとに対象地区を設定し、掃除や洗濯、

買い物等の家事に関することや、見守り・話し相手、病院への付添い等を有償で行っています。 
 地域共生社会の実現に向け、「坂戸市介護予防・生活支援サービス事業補助金」等により、地域住民や
団体の主体的な活動への支援を行っています。 

 

○問認知症の方への早期対応についての本市の取組と流れをお伺いします。 

○答専門職からなる「認知症初期集中支援チーム」を配置しています。地域住民等からの相談・連絡が入
った際、地域包括支援センター職員が家庭訪問等を実施し、チームでの対応が必要かどうかの判断を
行い、必要な場合は２名のチーム員と、必要時チーム医を含む３名で訪問し対応を協議・支援します。 

 

○問エンディングノートはどのような内容を記載できるのか。また、配布方法についてお伺いします。 

○答延命治療や葬儀などご自身の考えや希望を記載できるノートです。高齢者福祉課窓口の他、地域交流
センターや出張所、老人福祉センター、地域包括支援センター等に設置、自由にお持ち頂いています。 

 

○問本市の若年性認知症に対する支援についてお伺いします。 

○答地域包括支援センターを中心とし、丁寧な状況把握のもと、支援に努めてまいります。 
 県内では、さいたま市若年性認知症サポートセンターが実施している集いの場や家族 
交流会等があります。坂戸市内のグループは現在把握しておりません。 

 

 
一般質問の録画配信はこちらから↑ 
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第５０回衆議院議員選挙
・第５０回衆議院議員選挙が、２０２４年１０月１５日公示され、１２日間の選挙戦が行われました。 
・北関東ブロックでは、土屋香織さんが比例代表に立候補されました。 
私小川みなこも、土屋香織さんや社民党の仲間と共に、埼玉県西部を宣伝カーでまわったり、街頭演説も
行い、「比例は社民党」とみなさまに訴えました。 

・また、埼玉１０区で立候補された、坂本ゆうのすけさんの出発式にも参加させて頂き、立憲野党共闘で連
帯を訴えました。 

・１０月２０日は、社民党副党首の大椿ゆうこ参議院議員が応援に来られ、大宮駅、さいたま新都心駅、浦
和駅にて街頭演説を行いました。 

・衆議院議員選挙では、社民党の政策について知っていただく機会となりました。憲法を守り、非正規雇用
への待遇改善、ケア労働者への支援、防衛費を増やすのではなく、教育・医療・福祉への予算の拡充など
を訴えました。若い方も、政治への関心を持ち、他人事ではなく自分事として捉えて欲しいと改めて感じ
る選挙となりました。 

～無料法律相談会～
・日常生活での悩みごとに、弁護士・社労士・税理士が無料
で相談します（要予約）。 

１月１８日(土) 北坂戸文化施設オルモ 
にて開催予定。 

※お問い合わせは坂戸市議小川みなこまで。 
２月以降の日程や詳細についてはこちらの 

QRコードをご覧下さい。➡ 
→ 

・「夢みる給食」上映会は、午前大人 100名、午後大人 73
名、お子さまは約 30名の方にお越し下さいました。 
また、133名の方がアンケートを書いて下さり、「感動
しました」「オーガニック給食を実現させたい」「活動
に協力していきたい」「未来をつくるこどもたちに大人
の私が今できることを行動に起こしていきたい」など
の感想をいただきました。ご来場・アンケートへのご
協力ありがとうございました。 

※アンケート集計結果は、下記の QR コードから実行委
員会ホームページ上でご覧頂けます。 

・会場である入西地域交流センターの中庭では、ミニマ
ルシェとして、縁が輪さん、875cafe さん、晴耕雨読
さんの出店も大盛況でした！ 

・今後は、オーガニック給食や健康・栄養・子どもたち
の健やかな育ちに興味・関心のある方たちと繋がりを
拡げて、オーガニック給食の実現も目指します。 

・活動にご協力いただける方・一緒に活動できる方は、
小川みなこまでご連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

・視察１日目は、神奈川県川崎市にある「入
江崎水処理センター」の広報施設「ワクワ
クアクア」を見学させていただきました。
タブレットを使用したバーチャル体験が
出来、川崎市の上下水道や下水処理のし
くみについて知ることが出来ました。 

・視察２日目は、静岡県静岡市にある中島浄
化センターを視察させていただきまし
た。平成 29年に、静岡県で初となる汚泥
燃料化施設が中島浄化センター内に完
成。中島浄化センターで発生する下水汚
泥を炭化物として資源化し、年間約 1,362
ｔの炭化物を製造して燃料やセメントの
材料などに再利用しているそうです。 

・２日間の視察研修を通し、下水道議会議員
として多くの事を学ばせていただきまし
た。 

～社民党ポスターを
掲示して下さる方募集中～

ご自宅に社民党のポス 
ター掲示が可能な方は、 
ぜひご協力をお願いい 
たします。 
※小川みなこまで 
ご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【上映会実行委員会ホームページ】↓ 

 

  
 

【（左から）西尾綾子鴻巣市議、武
井誠前坂戸市議、小川みなこ、土
屋候補・岡野つとむ毛呂山町議】 

【坂本ゆうのすけさん出発式】 【大椿ゆうこ参議院議員と 

街頭演説】 

【ニコニコ生放送の収録へ。比例東京 
ブロック桜井夏来候補（中央）・ 
五十嵐やす子板橋区議（右）と】 

福島みずほさんが開催されているみずほ塾を１年間受講し、最終日は国会 
見学と懇親会が開催されました。みずほ塾では、ZOOM で様々な講師の方 
の講義を聴き、大変勉強になりました。国会見学では、1936（昭和 11） 
年に建築が完成した国会議事堂を見学させて頂き、これまでの歴史を感じ 
る雰囲気に圧倒されました。福島みずほ参議院議員や、参加された受講者 
のみなさまとの交流も出来、有意義な時間を過ごすことが出来ました。   

〇社民党を応援していただける
18 歳以上の方はどなたでもご
参加いただけます。 

〇年会費：1,000円 
※サポーターのご登録をご希望 
の方は、小川みなこ 
までご連絡下さい。 

 
 


